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理科の学習の一環として、名護博物館学芸員の宮里ひなこさんの案内で、６年生が天
仁屋川河口からバン崎にかけての海岸に存在する地嘉陽層の見学に行きました。子ども達
は地層の様々な堆積構造や、海底地滑りにより成立した地層、沈み込むプレートの圧力に
よって形成された逆断層などの地層の褶曲現象を実際に見て、驚きの声をあげていました。
今回見学した嘉陽層は日本列島の成り立ちを示す様々な現象が保存されており、極めて重
要であるため2012年（平成24年）9月19日に、国指定天然記念物に指定されています。

２月２５日〔火〕に、今年８月に開幕する東京パラリンピックに向けて、障害者スポー

ツ、パラスポーツへの理解を深めてもらおうと、体験授業が行われました。この体験授
業は、パラスポーツを支援する上智大学の学生団体と東京の企業などがプロジェクトの

一環として行ったもので、全校児童７０人余りが参加しました。車いすバスケットボー
ル元日本代表の立川光樹選手が講師を務め、競技用の車いすは小回りが利きやすいよう、

正面から見ると２つの車輪がカタカナの「ハ」の字になっていることなどを説明しまし
た。このあと、児童たちは鈴の入ったボールを相手のゴールに交互に転がし得点を競う、

「ゴールボール」や小型のボールを的のボールに近づけ勝負する「ボッチャ」に挑戦し
ました。児童たちはタオルで目隠しをして、鈴の音を頼りにボールをキャッチするなど、

初めて体験するパラスポーツを楽しんでいました。小学５年生の女子児童は「体験授業
を通じて、パラスポーツの楽しさを知ることができて良かった」と話していました。ま

た講師を務めた立川選手は「パラスポーツは、障害のない人も楽しむことができるとわ
かってもらったと思うので良かった」と話していました。体験教室の様子はＮＨＫ沖縄

のニュース番組でも放送・紹介され
ました。


